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実施にあたって 

一般社団法人日本産業技術教育学会 会長 菊 地 章

2019 年（平成 31 年）1 月 26～27 日に，“技術教育創造の世界 第 21 回「エネルギー利用」技術

作品コンテスト”が全日中創造ものづくり教育フェアとの同時開催として葛飾区水元総合スポーツ

センター体育館で開催され，1 月 26 日に表彰式が開催されました。例年のように，表彰式には受賞

者の皆様，ご家族の皆様，ご指導された先生方が全国から数多く来て戴き，また一般の方も数多く

ご参加戴きました。この場を借りましてお礼申し上げます。また，省庁，学会，団体の審査委員の皆

様には，作品に対して各賞の観点から厳正な審査をして戴き，多くの賞を授与して戴きました。こ

れについても重ねてお礼申し上げます。加えて，技術作品コンテストの運営に積極的にご支援戴き

ました企業の皆様にも感謝致します。技術作品コンテストが成功裡に終了しましたことは，多くの

皆様からの絶大なご支援を継続して戴いていることと，全日本中学校技術家庭科研究会ならびに公

益社団法人全国中学校産業教育教材振興協会と一般社団法人日本産業技術教育学会が密接に連携で

きていることの賜物と思っております。

一般社団法人日本産業技術教育学会は，主催者として，“技術教育創造の世界”をこれまで 21 年

間継続してきました。初回は愛知県でプログラム作品コンテストを実施し，第 2 回目は島根県で木

工スキルコンテストを実施しました。今回のようなエネルギーに関わる作品のコンテストは第 3 回

目からで，徳島県，岐阜県，岩手県，京都府，広島県，東京都，埼玉県，茨城県，大阪府，福岡県，

宮城県，北海道，長野県，静岡県，徳島県，長崎県，新潟県，静岡県，東京都の順に開催されました。

昨年までは各地区の大学を担当校をとしておりましたが，今年度からは学会理事会が主体となって

運営することとしております。“技術教育創造の世界”については第 3 回目のコンテストで実行委員

長を担当させて戴きましたが，このように日本全国を網羅するものづくりコンテストに成長したこ

とは関係者として感無量です。

 「エネルギー利用」技術作品コンテストの作品は，木材，金属，プラスティック等の種々の材料を

組み合わせて作られております。その中では，エネルギー利用についての目的を設定しながら，エ

ネルギー利用の機能性を重視した作品，エネルギーの有効利用を重視した作品，機械エネルギーを

重視した作品，電気エネルギーを重視した作品，自然エネルギーを重視した作品，エネルギー損失

を抑えることを目的とした作品等，多岐に亘っております。また，最近の情報化の流れに伴って，組

込機器機能としてのコンピュータ利用も含まれております。2020 年からはプログラミング的思考教

育を含む小学校学習指導要領が全面実施となり，中学校技術・家庭科でのものづくり教育との連続

性も強く意識されるようになりました。2021 年から全面実施となる中学校学習指導要領での技術・

家庭（技術分野）での情報の技術の内容も高度化し，さらには 2022 年から開始される高等学校の情

報教育も科学的な考え方を重視する内容に変わる方向となっております。このように，問題解決能

力を向上させる中学校での技術教育の重要性も高まりつつあり，未来を築く子ども達への支援も重

要となっております。ものづくりにおける失敗の経験は，新たな工夫や創造の機会を創り出し，人

生を前向きに生きる能力の育成にも繋がると信じております。延いては，日本の明るい未来を築く

ことにもなります。諸外国に比べて日本の学校教育における技術教育の時間数が少ないことは，資
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源の乏しい日本の今後の発展にとって危機的な問題であり，時代の変化に対応しながら工夫し創造

する能力を育成すべき技術教育のあり方も問われております。一般の方々からも技術教育の充実へ

のご支援を引き続き賜りたいと願っております。また，応募された児童・生徒の皆様も，自分たちが

日本の未来を築くとの意気込みを持って戴ければ幸いです。 
最後になりましたが，今回の「エネルギー利用」技術作品コンテストでは，学校や家庭でのものづ

くりの時間が取りにくい状況にありながら多くの作品を応募して戴き，大変感謝しております。今

後の技術作品コンテストにも数多くの応募を戴けますよう，引き続きご協力よろしくお願いいたし

ます。 
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実施要領 

1. コンテストの目的

日本産業技術教育学会は，ものづくりや情報を含む技術教育に関わる小・中・高等学校・高専・大学等
の教員や企業等の関係者から構成され，毎年「エネルギー利用」技術作品コンテストを主催しておりま
す。このコンテストは，児童・生徒のみなさんが技術的な視点を持って自発的に「ものづくり」 に取り
組める環境 (機会)を提供すること，ならびに技術(ものづくり)教育に関する国⺠的理解の浸透を図るこ
とを目的としております。具体的には，技術の活用に重要な働きをしているエネルギーを主テーマとし
て，太陽光，化石燃料，電力などのエネルギー源を用いた作品を，製作目的や機能，製作時に用いた材料
や加工法 (精度)，機構や力学などの知識，創意・工夫といった観点から総合的に評価します。優秀作品
は文部科学省などの省庁や学会などから表彰される予定です。

2. 募集の対象

小学校，中学校，高等学校，高等専門学校（3 年生以下）の在学中に，個人または団体で製作し，学校
（教師）の確認と推薦を受けた作品を対象とします。小学校，中学校，高等学校の卒業生（卒業後 1 年以
内）または高等専門学校の 4 年生であっても，平成 30 年 3 月までに製作した作品であれば，その後の変
更や改良が加えられていないことを学校（教師）が保証したものに限り応募可能です。今大会の募集期間
は下記のとおりです。

3. 募集期間

平成 30 年 8 月 20 日(月) ~ 9 月 21 日(金)

4. 提出物

4.1 一次審査の提出物 

① 応募用紙：指導された(確認した)先生の証明が必要です。
② 説明その 1：書式(A4 用紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品に利用したエネルギー，製作の動機

や使用目的，作品を製作する上で参考にしたもの，創意・工夫したところなどを図やイラストを上手
く使って，論理的に分かりやすく説明して下さい。

③ 説明その 2：書式(A4 用紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品を動かすための操作の手順や効果
を図やイラストを上手く使って，論理的に分かりやすく記述し，製作した作品の写真を必ず貼り付け
て下さい。なお，二次審査では，この書類に従って，実際に作品を動かします。書類提出後の追加の
説明等には応じかねます。
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4.2 二次審査の提出物 

一次審査の通過者は，作品を動かすための操作の手順や効果を説明した 2 分以内の映像を制作し，動
画ファイルを収録した USB メモリを送付してください。詳細は以下の説明資料をご覧ください。一次審
査通過者は，11 月 23 日(金)までに事務局まで書類及び動画ファイルの入った USB メモリを送付してく
ださい。 

4.3 最終審査の提出物 

授賞対象に選定された作品は，展示会場に送付いただきます。作品の応募（差出人払）ならびに返送
（受取人払）は応募者の負担となります。作品の大きさ：縦×横×高さのいずれかが 1m 以上あるいは重
さ:25kg 以上の場合は，応募者が制作した映像を展示会場で放映します。展示会場にて作品の動作を確認
し，賞の最終決定をします。 

5. 審査要領 

日本産業技術教育学会に設置された審査委員会が「審査の基準」に従って審査します。審査は，一次審
査および二次審査からなります。一次審査においては，提出して頂いた書類を下記の審査基準に基づい
て審査します。二次審査では，提出書類及び一次審査の結果に応じて応募者から提出された作品の現物
もしくは映像を，下記 5.1 の審査基準ならびに 5.2 に示す観点に基づいて総合的に審査します。 

5.1 審査基準 

審査基準(1)：作品自体の独創性やその製作過程で工夫し，創造した様子が分かること。   
審査基準(2)：製作の動機や使用目的が明確であること。   
審査基準(3)：身の回りのエネルギーを利用する作品になっていること。   
審査基準(4)：作品のアイディアや構造，含まれている技術的な観点が，図や写真などを活用して論理

的に分かりやすく説明されており，仕上がりが粗雑でないこと。   
審査基準(5)：作品を展示するとき，作品を操作するときに安全であること。  

5.2 各賞の選考の観点 

文部科学大臣賞 
技術教育への寄与が顕著である作品(技術教育振興の観点)       中・高の個人・団体各 2 点 計 4 点   
技術教育への寄与が顕著である作品(工夫・創造技術の観点)   中・高の個人・団体各 2 点 計 4 点 

経済産業省製造産業局⻑賞                                                     小・中・高 各 1 点 
産業を意識し創意・工夫に優れた作品 

特許庁⻑官賞                                                                 小・中・高 各 1 点 
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優れたアイディアを含んだ作品であって，そのアイディアの課題・手段・効果が文章，図や写真を用
いて論理的に説明された作品

中⼩企業庁⻑官賞                                小・中・高 各 1 点
技術的なモノづくりの振興並びに技術教育振興への寄与が顕著である作品

国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構理事⻑賞                                     小・中・高 各 1 点
科学技術並びに技術教育への寄与が顕著である作品

⽇本産業技術教育学会会⻑賞                                                   小・中・高 各 1 点
技術教育研究への寄与が顕著である作品

全⽇本中学校技術・家庭科研究会会⻑賞                                                中 若干数
中学校における技術教育実践への寄与かが顕著である作品

⼀般社団法⼈⽇本機械学会会⻑賞                         小・中・高 各 1 点
創造性を発揮して，機械に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている作品

⼀般社団法⼈電気学会会⻑賞                                                   小・中・高 各 1 点
創造性を発揮して，電気に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている作品

⼀般社団法⼈軽⾦属学会会⻑賞                          小・中・高 各 1 点
創造性を発揮して，アルミニウムやその合金等に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている
作品

公益社団法⼈全国中学校産業教育教材振興協会会⻑賞                                      中 1 点
中学校における技術教育への寄与が顕著である作品

⼀般社団法⼈⽇本アルミニウム協会会⻑賞                                          小・中 各 1 点
アルミニウムの有する優れた性質を活かした作品

⼀般財団法⼈大阪科学技術センター会⻑賞                                       小・中・高 各 1 点
科学技術・産業技術を効果的に使用し，夢のあるアイディアを含んだ作品

⽇本産業技術教育学会優秀奨励賞                                                        若干数
アイディアが豊かで工夫されている作品(奨励賞の中で特に優れている作品)

⽇本産業技術教育学会奨励賞                                                            若干数
アイディアが豊かで工夫されている作品

⽇本産業技術教育学会特別賞(優秀指導者賞，指導功労賞)                                   若干数
本コンテストを通じて技術教育の振興に功績があった指導教諭・団体

5.3 審査委員 

一次審査委員：一般社団法人日本産業技術教育学会 大谷 忠(東京学芸大学)・白石正人（福岡教育大学）・
紅林秀治（静岡大学）・永富一之（大阪教育大学）・楊 萍（熊本大学）

二次審査委員：文部科学省 上野耕史，特許庁 小林智晴，全日本中学校技術・家庭科研究会 柄澤茂之，
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一般社団法人日本機械学会 丹下 学(芝浦工業大学)，一般社団法人電気学会 木村軍司(首都大学東
京)，一般社団法人軽金属学会 熊井真次・原田陽平（東京工業大学），公益社団法人全国中学校産業教
育教材振興協会 藤田眞一，一般社団法人日本産業技術教育学会 菊地 章(鳴門教育大学)・紅林秀治
(静岡大学)・大谷 忠 (東京学芸大学) 

最終審査委員：文部科学省 上野耕史，特許庁 柴田昌弘，中小企業庁 田中翔大，一般社団法人電気学会 
木村軍司(首都大学東京)，一般社団法人軽金属学会原田陽平（東京工業大学），公益社団法人全国中学
校産業教育教材振興協会 藤田眞一，一般社団法人日本産業技術教育学会 菊地 章(鳴門教育大学)・
大谷 忠 (東京学芸大学) 

5.4 審査日  

一次審査 平成 30 年 10 月  オンラインによる書類審査  
二次審査 平成 30 年 12 月 1 日(土)  会場: 東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター 
最終審査 平成 31 年 1 月 25 日(金)  会場: 葛飾区水元総合スポーツセンター体育館 
 

6. 受賞作品の表彰式 

日時: 平成 31 年 1 月 26 日(土) 13:00 ~ 16:00  会場: 東京都立水元小合学園  
 

7. 受賞作品の展示会 

日時: 平成 31 年 1 月 26 日(土) ~27 日(日)  会場: 葛飾区水元総合スポーツセンター体育館  
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- 7 -ものづくり日本！ 第 21 回 技術教育創造の世界「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

応 募 用 紙 

 日本産業技術教育学会が主催する「エネルギー利用」技術作品コンテストに下記の作品を応募します。

なお，提出書類は日本産業技術教育学会等が行う今後の技術教育の普及活動に利用して差し支えありません。

作品名： 

製作時の学校名
（ ふ り が な ）

： 

学校種別（○で囲む）： 小学校 中学校 高校 高専 学 年：    年（前年度3年は前3と記入） 

個人・団体の別（○で囲む）：個人 団体（名 称
（ふりがな）

 ）

応募者名
（ ふ り が な ）

（全員）：

本作品の他のコンテストの受賞歴：   

 以下，教師記入欄   ※指導された先生やクラス担任などの先生は，児童・生徒が在学中に製作した作品であること

をご確認いただき，記入・捺印をして下さい。

指導された（確認した）教師：氏名
印
  学校名 

都道

学校所在地：〒 府県

学校連絡先：Tel Fax

教師連絡先：Tel Fax

Ｅメール  ：              ＠   

※審査等のやり取りは全てEメールで行いますので，必ずEメールアドレスをご記入下さい。 
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さくひん

に利
り

用
よう

したエネルギー（最
もっと

も当
あ

てはまる内容
ないよう

を○で囲
かこ

む） 

 
    風

ふう

力
りょく

・太陽光
たいようこう

・電
でん

力
りょく

・バイオ・その他
た

のエネルギー（        ） 
 
２．製作

せいさく

の動機
ど う き

や使
し

用
よう

目的
もくてき

（アイデアを思
おも

いついたきっかけや理
り

由
ゆう

など：いつ，どこで，どのように，など） 
                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

３． 作品
さくひん

を製作
せいさく

する上
うえ

で参考
さんこう

になったもの（本
ほん

やインターネットの情報
じょうほう

など） 
                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

４．作品
さくひん

を作
つく

る動機
ど う き

（きっかけ）や目的
もくてき

を解
かい

決
けつ

するために工
く

夫
ふう

や創造
そうぞう

したところ（アイデアのくわしい説明
せつめい

） 
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【説明
せつめい

その２】 以下
い か

の項目
こうもく

にしたがって作品
さくひん

を説明
せつめい

して下
くだ

さい。説明
せつめい

には写真
しゃしん

や図
ず

やイラスト等
など

をうまく使
つか

って，

  わかりやすく記述
きじゅつ

して下
くだ

さい。指定
し て い

された位置
い ち

に作品
さくひん

の写真
しゃしん

（複数
ふくすう

可
か

）を必
かなら

ず貼
は

り付
つ

けて下
くだ

さい。

作品
さくひん

の大
おお

きさと重 量
じゅうりょう

：縦
たて

       m  横
よこ

m  高
たか

さ m  重
おも

さ g 

作品
さくひん

の大
おお

きさは縦横
たてよこ

高
たか

さがいずれも1m以下
い か

，重
おも

さ25kg以下
い か

の両方
りょうほう

に当
あ

てはまりますか： はい ・ いいえ

５．作品
さくひん

を動
うご

かすための操作
そ う さ

の手
て

順
じゅん

や効果
こ う か

（使
つか

い方
かた

，遊
あそ

び方
かた

，何
なに

ができるようになったか，などの説明
せつめい

）

６．作品
さくひん

の写真
しゃしん

上
うえ

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 

側面
そくめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 正 面
しょうめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 





作品展の様子
H31.1.26-27 葛飾区水元総合スポーツセンター体育館にて

作品展の様子
H31.1.26-27 葛飾区水元総合スポーツセンター体育館にて

第19回全国中学生創造ものづくり教育フェアの会場にて展示

多数の皆様が展示作品を参観されました

入賞作品の展示
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受賞作品等一覧 

 

 

ものづくり日本！ 

第２1 回 技術教育創造の世界 

「エネルギー利用」技術作品コンテスト 
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審査を終えて 

エネコン 21 実行委員会 委員長 村松 浩幸 
 

昨年 20 回を迎えた通称エネコンですが，その運営負荷の大きさや運営予算確保は大きな課題でし

た。エネコンの存続・運営について議論がなされた結果，最終的に，全日本中学校技術・家庭科教育

研究会と連携し，同会主催の全国創造ものづくり教育フェアの中でエネコンの作品展や表彰式を開

催さえていただくことと，運営方法の大胆なスリム化を図ることで継続開催を決定しました。 
応募総数は 327 点で，17 都道府県・30 校からご応募いただきました。本学会理事による書類審

査での一次審査通過作品は 41 点（小学校 8，中学校 19，高校・高専 14）。動画による二次審査通過

作品は 41 点（小学校 8，中学校 19，高校・高専 14）。作品展会場で行った作品による最終審査通

過・受賞作品は 38 点（小学校 8，中学校 18，高校・高専 12）でした。本年度試みた二次審査にお

ける動画審査は，製作者本人が作品の仕組みや工夫点，動作などを説明することから，大変わかり

やすいと審査員の先生方からも好評でした。また，動画を通して，自分たちの作品やその技術を他

者に適切に伝える表現力も，技術教育で養う資質能力の一つとして重要であると再認識をしました。 
本年度の応募作品の特徴としては，近年のプログラミング教育への関心の高まりや安価で手軽な

マイコンボード普及もあり，プログラム制御を組み合わせた作品が，特に小学生，中学生の部で増

加してきたことでした。また，テーマ的にも，身の回りの課題解決と共に，災害時のレスキューや防

災，騒音，エネルギー問題といった社会的課題に取り組んだ作品も複数みられました。生活や社会

の中の課題を発見していくことは大変重要であり，こうしたテーマの多様性は，今後も大切にして

いきたいと考えています。 
 作品展は，全日中全国フェアと同会場ということもあり，多く方に展示作品を見に来ていただけ

た点で大変良かったです。様々ご配慮いただいた全日中関係者の皆様には深く感謝いたします。表

彰式には，前日の結果発表にもかかわらず，北海道から九州まで全国 70 名以上の受賞者および引率

の皆様にご参加いただき，盛大に開催できました。なお，会場準備等，会場の東京都立水元小合学園

の先生方，生徒の皆さんの多大なご協力で実施できました。重ねて感謝申し上げます。 
受賞決定の早期化等，改善点は複数ありましたが，多く方々のご支援とご協力で，新しい形でのエ

ネコンを開催できたことは何よりでした。関係の皆様には，改めて感謝申し上げます。また，応募者

の皆様には，例年と違う方式での対応でご負担をおかけした点をお詫びすると共に，来年度のご応

募や広報等でのご協力もお願いいたします。エネコンが技術教育振興の一助になれば幸いです。 
マスコミ報道 

・「レスキューロボットで文部科学大臣賞 信大  
付属松本中２年の４人」，信濃毎日新聞 2019.1.31
朝刊 

・「福岡工高ラジオ部２年連続最高賞 技術作品 
コンテスト 無線電力伝送を開発 『コイル作

り』工夫」，西日本新聞，2019.2.8 朝刊 
・「市少年少女発明クラブの児童 3 人 光るアイデ

ア全国入賞」，胆江日日新聞，2019.2.20 朝刊 
全国からお越しいただいた受賞者と記念写真 
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2018 年度 「エネルギー利用」技術作品コンテスト 表彰一覧 

応募総数：327 点   一次審査通過作品：計 41 点（小学校 8 点：中学校 19 点：高校・高専 14 点） 

二次審査通過作品   ：計 41 点（小学校 8点：中学校 19 点：高校・高専 14 点） 

最終審査通過・受賞作品：計 38 点（小学校 8点：中学校 18 点：高校・高専 12 点） 

 

文部科学大臣賞 工夫・創造 団体  

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

レスキューロボット 長野県 信州大学教育学部附属松本

中学校 

1 チームレスキュー：菊池虎太郎，

市川慧多，北島圭都，山崎瑛河 

受電対象を選択でき

る無線電力伝送シス

テム 

福岡県 福岡県立福岡工業高等学校 1

2

福岡工業高校ラジオ部：髙田稜，

江﨑天，小賦英隆，草場剛斗，久

原直人，佐藤卓 

文部科学大臣賞 技術教育振興 団体 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

進化したほめるくず

かご 

埼玉県 さいたま市立東浦和中学校 1

2

3

科学技術部：小野龍哉，土田陽向，

林優希，鈴木匠，渡邊紫苑，浦野龍

真，山口貴裕，清水亮太，井上碧

人，久保井飛我，内藤志音，中務

和，藤田峻佑，横田大翔，内海隼，

大橋遼平，松下栞理，宮田悠莉，水

村陽，山﨑彩主希，田口心，吉江太

一 

単一モーター機構を

用いた三輪車 

東京都 東京工業大学附属科学技術

高等学校 

3 東工大附属機械三輪車班：網野景

介，石井暁渚，苅山駿太 

＜審査員の講評＞ 

 技術教育の振興や工夫・創造の観点から技術教育への寄与が顕著である作品を選定しました。受賞し

た作品は，社会的課題に工夫して取り組んでいる，将来性がある技術を形にしている，ユニークなアイデ

ィアを形にしている，設計や加工に対する創造性が認められる，などの点が特に優れていました。 
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経済産業省製造産業局長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

熱で「涼快」！！ 長崎県 長崎大学教育学部附属小学

校 

5 音琴賢伸 

騒音蛍トンネル 東京都 筑波大学附属中学校 3 元１年４組：永田大翔，梅田将希

回転翼を用いた揚力

型縦軸風力発電機の

開発 

兵庫県 兵庫県立洲本実業高等学校 3 ソフトエネルギー研究ユニット

（情報・通信部）： 山本碧，古岡大

輝，松本和大，緑樹宏斗，谷岡涼

＜審査員の講評＞ 

 産業を意識し，創意・工夫に優れた作品を選定しました。受賞した作品は，生活の課題に着目して具体

化している，設置場面を想定して必要な機能を検討している，製品としてのイメージができる，などの点

が特に優れていました。 

 

特許庁長官賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

自動エサやりき 愛知県 刈谷市立亀城小学校 3 本田真央 

自動で閉める❕お風呂

の栓閉め忘れ防止機 

長崎県 長崎大学教育学部附属中学

校 

2 北田一真 

風力麒麟～風力と水

力を利用した揺動発

電～ 

東京都 東京工業大学附属科学技術

高等学校 

2 

3 

機械システム分野揺動発電班：荒

田爽楓，加藤千聖，菊田陽奈，尾崎

瑠栞 

＜審査員の講評＞ 

 優れたアイディアを含んだ作品であって，そのアイディアの課題・手段・効果が文章，図や写真を用い

て論理的に説明された作品を選定しました。受賞した作品は，製作目的の提示や製作過程までの説明が

論理的になされている，優れたアイディアを具体化している，などの点が特に優れていました。 
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中小企業庁長官賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

鳥げき退そう置 静岡県 藤枝市立高洲小学校 5 杉山友哉 

廃油を用いたスター

リングエンジンジェ

ネレーター 

長崎県 長崎大学教育学部附属中学

校 

3 山道陽輝 

透明電極を使用した

滑雪型太陽電池モジ

ュール 

山形県 山形県立村山産業高等学校 3 村産ソーラー班：安藤海里，鶴巻

諒人 

＜審査員の講評＞ 

 技術的なモノづくりの振興並びに技術教育振興への寄与が顕著である作品を選定しました。受賞した

作品は，発想や動作がユニークである，製品として作りこまれている，データに基づいて製作している，

などの点が特に優れていました。 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞 
作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

熱で「涼快」！！ 長崎県 長崎大学教育学部附属小学

校 

5 音琴賢伸 

手作りクーラー 兵庫県 神戸大学附属中等教育学校 2 原田優寿菜 

エアロバイク発電装

置 

山口県 山口県立下関工科高等学校 2

3

電気研究部：是枝佑亮，山﨑優人，

戸倉拓人，山田皓登，深野建哉，小

山晃平，平家隆丘 

＜審査員の講評＞ 

 科学技術並びに技術教育への寄与が顕著である作品を選定しました。受賞した作品は，課題に対して
研究的なアプローチで取り組んでいる，目的を達成するために構造を工夫している，目的の実現に向け
て構造や回路を工夫して作り込まれている，などの点が特に優れていました。 
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

ペットボトルのふた

開けマシーン 

長崎県 波佐見町立中央小学校 5 中村星芯 

防災グッズ Lightan 

ライタン 

東京都 筑波大学附属中学校 1 大宮悠人 

自動車ワイパーモー

タを利用した電動立

ち乗り二輪車（セグウ

ェイ） 

山形県 山形県立村山産業高等学校 2 工業部・機械班：小野浩太，野﨑佑

雅，丹野景心，佐藤聖剛，森谷海

斗，森優介 

＜審査員の講評＞ 

 技術教育への寄与が顕著であり，学術的にも優れている作品を選定しました。受賞した作品は，身の回

りの用品を活用して機能を実現している，実験結果を踏まえて製作し，実際の使用場面を想定し具体化

している，実利用を考えて工夫した製作がなされている，などの点が特に優れていました。 

 

全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

シューズドライヤー 徳島県 鳴門教育大学附属中学校 2 鳴門教育大学附属中学校技術部 2

年：橋本勇誠，篠原大輔，遠藤暉

迪，三村泰世，中川桃吾，岸本 周，

久保喜愛 

自転車用風力発電ラ

イト 
東京都 筑波大学附属中学校 3 森脇千莉 

＜審査員の講評＞ 

 中学校における技術教育実践への寄与が顕著である作品を選定しました。受賞した作品は，目的を達

成するために必要な機能を工夫して検討している，実用的なアイディアをモデルとして具体化している，

などの点が特に優れていました。 
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一般社団法人日本機械学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

高いところも消せる

ラクラク黒板けし 

岩手県 奥州市立水沢小学校 5 阿部実和 

自動水やり機 兵庫県 神戸大学附属中等教育学校 2 濵田伊吹 

風力麒麟～風力と水

力を利用した揺動発

電～ 

東京都 東京工業大学附属科学技術

高等学校 

2

3

機械システム分野揺動発電班：荒

田爽楓，加藤千聖，菊田陽奈，尾崎

瑠栞 

＜審査員の講評＞ 

 創造性を発揮して，機械に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている作品を選定しました。受

賞した作品は，動作機構が工夫されている，目的に沿って適切なものづくりがされている，製品として作

りこみがされている，などの点が特に優れていました。 

 

一般社団法人電気学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

手認証ボックス 愛知県 刈谷市立衣浦小学校 4 加藤那奈 

電子メロディー付き

ライト 

兵庫県 神戸大学附属中等教育学校 2 三木理紗子 

走行する模型自動車

への無線電力伝送モ

デル 

福岡県 福岡県立福岡工業高等学校 1

2

福岡工業高校ラジオ部：髙田稜，

江﨑天，小賦英隆，草場剛斗，久原

直人，佐藤卓 

＜審査員の講評＞ 

 創造性を発揮して，電気に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている作品を選定しました。受

賞した作品は，ユニークなアイディアを形にしている，簡単な仕組みで実用的な作品を製作している，新

たな送電方式としての将来性が見られる，などの点が特に優れていました。 

 

一般社団法人軽金属学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

くみすぎアラーム 岩手県 奥州市立水沢小学校 6 吉田勇希 

廃油を用いたスター

リングエンジンジェ

ネレーター 

長崎県 長崎大学教育学部附属中学

校 

3 山道陽輝 

＜審査員の講評＞ 

 創造性を発揮して，アルミニウムやその合金等に関わる物として製作を行い，学術的にも優れている

作品を選定しました。受賞した作品は，アルミニウムやその合金の特性を活用して製作をしている点が

特に優れていました。 
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公益社団法人全国中学校産業教育教材振興協会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

ひいばーばに贈る、自

動ウチワと録音再生

機 

兵庫県 小野市立小野南中学校 3 上山瞭空 

＜審査員の講評＞ 

 中学校における技術教育への寄与が顕著である作品を選定しました。受賞した作品は，生活から課題

を見つけ，家族への思いやりがあり，複数の材料や部品を組み合わせて製作している点が特に優れてい

ました。 

 

一般社団法人日本アルミニウム協会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

水耕栽培庚午中工場

2018 final 

広島県 広島市立庚午中学校 3 技術部：江間悠生，江間幸哉，浅井

颯真，中野景悟，京原智章 

＜審査員の講評＞ 

 アルミニウムの有する優れた性質を活かした作品を選定しました。受賞した作品は，アルミフレーム

を適切に活用し，実用的な製品に仕上げている点が特に優れていました。 

 

一般財団法人大阪科学技術センター会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

自動エサやりき 愛知県 刈谷市立亀城小学校 3 本田真央 

ビー玉祭り 東京都 筑波大学附属中学校 1 坂田愛優 

水力を利用した食器

乾燥機 

北海道 旭川工業高等専門学校 1

2

発明研究会木村班：木村心，中野

渡悠生 

＜審査員の講評＞ 

 科学技術・産業技術を効果的に使用し，夢のあるアイディアを含んだ作品を選定しました。受賞した作

品は，発想が適切に説明され作品として具体化している，アイディアとその動作がユニークである，エネ

ルギー源を工夫している，などの点が特に優れていました。 
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀奨励賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

太陽電池式風循環ス

イーパー 

大阪府 和泉市立北池田中学校 1 山田美桜 

太陽光を利用したエ

コカー 

長崎県 長崎県立大村工業高等学校 3 エコカー製作班：松添成央，岩永

龍成，古賀旭，城颯斗，勢上竜

永，朝山祐聖 

＜審査員の講評＞ 

 技術教育への寄与が顕著であり，学術的にも優れている作品を選定しました。受賞した作品は，身の回

りの用品を活用して機能を実現している，製品として作りこみがされている，などの点が特に優れてい

ました。 
 
一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞 

作品名 地域 学校名 年 個人・団体名 

らくらくまどふき 岩手県 奥州市立常盤小学校 3 星野友佑 

いつでもレイン君 山梨県 山梨大学教育学部附属中学

校 

2 宮武諒 

車で使える携帯冷え

冷えマシーン 

東京都 筑波大学附属中学校 3 植村采央 

高齢者の熱中症防止

センサー 

東京都 筑波大学附属中学校 3 洞外隆 

空中を浮揚する！ワ

イヤレス充電「ドロー

ン」 

福岡県 祐誠高等学校 2

前

3

情報実務研究部：髙木海斗，七樂

樹 

気化熱を利用した冷

却装置 

山形県 山形県立村山産業高等学校 3 村産気化熱班：奥山裕翔，齋藤寿

成 

＜審査員の講評＞ 

 技術教育への寄与が顕著であり，学術的にも優れている作品を選定しました。受賞した作品は，どれも

技術的な工夫がなされ，製品として具体化されている，などの点が特に優れていました。 

  



- 20 - 
 

一般社団法人日本産業技術教育学会優秀指導者賞 

学校名 都道府県 教員名 

筑波大学附属中学校 東京都 多田義男 

小野市立小野南中学校 兵庫県 中村武志 

神戸大学附属中等教育学校 兵庫県 坂口喜啓 

＜審査員の講評＞ 

 継続的に本コンテストに複数の作品を応募いただくと共に，優れた指導をされていると考えられる指

導者の方を選定しました。 

一般社団法人日本産業技術教育学会指導功労賞 

学校名 都道府県 教員名 

尼崎市立小園中学校 兵庫県 西尾祐一 

祐誠高等学校 福岡県 増崎武次 

＜審査員の講評＞ 

 本コンテストに複数の作品を応募いただくなど，本コンテストの振興に寄与されている指導者の方を

選定しました。 



文部科学大臣賞 工夫・創造 団体文部科学大臣賞 工夫・創造 団体
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文部科学大臣賞 工夫・創造 団体文部科学大臣賞 工夫・創造 団体
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文部科学大臣賞 技術教育振興 団体文部科学大臣賞 技術教育振興 団体
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文部科学大臣賞 技術教育振興 団体文部科学大臣賞 技術教育振興 団体
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経済産業省製造産業局長賞
国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞

経済産業省製造産業局長賞
国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞
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経済産業省製造産業局長賞経済産業省製造産業局長賞
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経済産業省製造産業局長賞経済産業省製造産業局長賞
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特許庁長官賞
一般財団法人大阪科学技術センター会長賞

特許庁長官賞
一般財団法人大阪科学技術センター会長賞
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特許庁長官賞特許庁長官賞
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特許庁長官賞
一般社団法人日本機械学会会長賞

特許庁長官賞
一般社団法人日本機械学会会長賞
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中小企業庁長官賞中小企業庁長官賞
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中小企業庁長官賞
一般社団法人軽金属学会会長賞

中小企業庁長官賞
一般社団法人軽金属学会会長賞
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中小企業庁長官賞中小企業庁長官賞
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国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞
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国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞
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全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞
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一般社団法人日本機械学会会長賞一般社団法人日本機械学会会長賞
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一般社団法人日本機械学会会長賞一般社団法人日本機械学会会長賞
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一般社団法人電気学会会長賞一般社団法人電気学会会長賞
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一般社団法人電気学会会長賞一般社団法人電気学会会長賞
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一般社団法人電気学会会長賞一般社団法人電気学会会長賞
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一般社団法人軽金属学会会長賞一般社団法人軽金属学会会長賞
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公益社団法人全国中学校産業教育教材振興協会会長賞公益社団法人全国中学校産業教育教材振興協会会長賞
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一般財団法人大阪科学技術センター会長賞一般財団法人大阪科学技術センター会長賞
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一般財団法人大阪科学技術センター会長賞一般財団法人大阪科学技術センター会長賞
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一般社団法人日本アルミニウム協会会長賞一般社団法人日本アルミニウム協会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会優秀奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会優秀奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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協賛・協力企業一覧

(五十音順)

株式会社トップマン 

新日鐵住金株式会社 

日刊工業新聞社 

久富電機産業株式会社 

富士通株式会社 

山崎教育システム株式会社 

優良教材株式会社 
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